
しょうがくせいの みんなの

いけんを きかせてください

どうして いけんを きくの？

こどもが みんな きらきら にこにこ

しあわせに くらしていけると いいね

どうしたら そうできるか みんなから

いけんを きいて よいほうほうを

きめるためだよ

みんなが しあわせに くらしていくためには

どんなことを したらよいかな？

どんな いけんでも いいの？

はなしあってみよう！

どんな いけんでも いっていいんだよ

資料３



次のこどもについての計画をつくるための基本的な考え方（案） 

１ 基本的な考え方 

  ・ 計画をつくるステップ（1.イメージづくり 2.たたき台 3.最終案）ご

とに、こどもや若者からの意見を聴いて、専門家の会議や北海道議会で話

し合いをしながらつくっていきます。 

２ かたち 

  ・ 国では、「こども大綱」を策定し、大人が中心となっている社会のかた

ちを「こどもまんなか」へと変えていくといった大きな方向性を示してい

ます。これを意識しながら、北海道がこれまでつくってきた少子化につい

ての計画とこども・若者についての計画、貧しさのために生活や進学など

に困っているこどものための計画など、こどもにかかわるいろいろな計画

を一つにした新しい計画をつくっていきます。 

３ ポイント 

  ・ 北海道の全てのこども・若者が体や心が健康で、家庭や学校、職場、地

域の中で幸せな生活を送ることができる「こどもまんなか社会」を目指し

ます。 

  ・ こども大綱に書いている内容を意識してつくります。 

４ 対象期間 

  ・ こども大綱が５年間の考え方を示していることから、北海道の計画も同

じ５年とします。 


